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●
相
談
日
時　

6
月
14
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

6
月
8
日（
金
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

「
行
政
相
談
」
で
は
、
国
・
県
・
市

等
の
行
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど

を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
、
解

決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。
こ
の
身
近
な

窓
口
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
で
す
。
各
種
手
続
き
の

仕
方
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

毎
月
各
地
域
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、毎
号「
広

報
あ
づ
み
の
」
の
各
種
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員　

豊
科
地
域　

萩は
ぎ
わ
ら原
哲て
つ
こ子（

72
・
７
２
６
２
）

穂
高
地
域　

松ま
つ
や
ま山　

博ひ
ろ
し（

82
・
４
９
９
６
）

三
郷
地
域　

松ま
つ
お
か岡
光み
つ
ま
さ正（

77
・
４
０
１
４
）

堀
金
地
域　

白し
ら
さ
わ澤
清き
よ
の
り則（

72
・
８
７
７
１
）

明
科
地
域　

矢や
ざ
わ澤
久ひ
さ
お男（

62
・
３
４
３
２
）

大
切
な
人
を
突
然
失
っ
た
と
い
う
、

つ
ら
く
苦
し
い
気
持
ち
を
自
由
に
語
り

合
い
、支
え
合
っ
て
い
け
る
場
と
し
て
、

松
本
あ
す
な
ろ
の
会
（
中
信
地
域
自
死

遺
族
交
流
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
守

秘
は
厳
守
。
毎
回
保
健
師
が
参
加
し
ま

す
。

●
開
催
日　

5
月
26
日
、
7
月
28
日
、

9
月
22
日
、
11
月
24
日
、
平
成
25
年

1
月
26
日
、
3
月
23
日
（
い
ず
れ
も

奇
数
月
の
第
4
土
曜
日
の
予
定
）

●
開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

30
分
（
受
付 

午
後
１
時
～
）

●
場
所　

松
本
市
内
（
申
込
者
に
会
場

を
ご
案
内
し
ま
す
）

●
費
用　

１
０
０
円
（
お
茶
代
等
）

●
参
加
対
象
者　

家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
人
。（
自
死
さ
れ
た
人
の
親
、

配
偶
者
、
兄
弟
、
子
ど
も
）
対
象
者

以
外
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

松
本
保

健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
40
・
１
９
３
８
）

市
で
は
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に
よ

り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管
理
や

契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認
知
症

や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が

あ
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の
ご
家
族
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す
。

す
。
タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
、
タ

バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
物
質
な

ど
を
取
り
除
く
働
き
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
受
動
喫
煙
で
ま
わ
り
の
人
が
吸
い

込
む
煙
の
方
が
、
発
が
ん
性
が
高
い
の

で
す
。

健
康
づ
く
り
の
第
１
は
最
初
か
ら
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
、
第
２
は
禁
煙

す
る
こ
と
、
で
き
な
け
れ
ば
せ
め
て
ま

わ
り
の
人
に
受
動
喫
煙
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
外
来
に
つ
い
て

禁
煙
に
取
り
組
も
う
と
す
る
人
の

た
め
の
診
療
科
を
「
禁
煙
外
来
」
と
言

い
ま
す
。
禁
煙
外
来
で
は
、 

医
師
か
ら

の
禁
煙
指
導
や
、
禁
煙
補
助
薬
の
処
方

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
と
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
市
内
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、安
曇
野
市
医
師
会
（

72
・
２
３
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
穂
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（
81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

市
で
は
、
6
月
か
ら
35
歳
以
上
の
住

民
を
対
象
に
胃
・
大
腸
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
職
場
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
、
他

で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、

市
の
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
検

診
を
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、
最
寄

り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
内
容〈
胃
検
診
〉　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
胃
の
写
真
を
8
方

向
か
ら
撮
影
し
ま
す
。〈
大
腸
検
診
〉

自
宅
で
検
査
容
器
に
便
を
採
っ
て
提

出
し
ま
す
。（
検
査
容
器
が
事
前
に

必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
料
金〈
胃
検
診
〉　

国
保
加
入
者
・
70

歳
以
上
５
０
０
円　

一
般
１
０
０
０

円　
〈
大
腸
検
診
〉　

５
０
０
円

●
場
所　

市
内
5
カ
所
保
健
セ
ン
タ
ー

●
日
時　

6
月
1
日
～
8
月
8
日
（
32

日
間
）
受
付
時
間
午
前
7
時
～
9
時

●
そ
の
他　

症
状
の
あ
る
人
は
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

過
去
に
検
診
部
位
の
病
気
を
し
た
、

現
在
医
療
機
関
で
治
療
中
や
経
過
観

察
中
の
人
は
検
診
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

が
ん
の
最
大
の
原
因
は
、
タ
バ
コ
で

す
。
タ
バ
コ
が
な
く
な
れ
ば
、
男
性
の

が
ん
の
3
分
の
１
が
な
く
な
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
日
本
で
も
っ
と
も
死

亡
が
多
い
が
ん
が
、
肺
が
ん
で
す
。
肺

が
ん
死
亡
の
う
ち
、
男
性
で
70
％
、
女

性
で
20
％
は
タ
バ
コ
が
原
因
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
人
の
喫
煙

は
危
険
で
、
20
歳
未
満
で
喫
煙
を
開
始

し
た
人
は
、
吸
わ
な
い
人
の
約
6
倍
も

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
ノ
ド
の
が
ん
・
胃
が
ん
・
食
道
が

ん
・
肝
臓
が
ん
な
ど
も
、
タ
バ
コ
で
増

え
ま
す
。

一
方
で
、
男
性
の
喫
煙
率
が
減
少
し

て
い
る
中
、
女
性
の
喫
煙
率
は
だ
ん
だ

ん
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
健
康
上
の
被

害
は
、
女
性
は
男
性
よ
り
も
受
け
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
喫

煙
に
よ
っ
て
胎
児
に
十
分
酸
素
が
行
き

届
か
ず
、
発
育
が
遅
れ
る
、
低
体
重
児

が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
増
加

し
ま
す
。

さ
ら
に
、タ
バ
コ
の
最
大
の
問
題
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
他
人
へ
の
影
響
で

活力ある
男女共同参画社会づくりの
実現に向けて

新井裕子

人 権 コ ラ ム

男女共同参画の基本目標は、男女が互いに人権を尊
重しつつ責任を分かち合い、性別にとらわれずその個性
と能力を十分に発揮することが出来る社会づくりです。

長野県男女共同参画社会の実現に向けた取り組みや
安曇野市男女共同参画推進条例が策定され、啓発イ
ベント、人権のつどい、講習会、安曇野市男女共同参
画フォーラムや女性の活躍する場面が増えて、県民の
意識や意識調査への関心も徐々に高まってきています。

しかし、男女の役割分担の意識がまだ根強く残り、
女性の意思決定、過程への参画に関しては未だ進んで
いない分野があること、自治会長、公民館役員など、
特に防災委員に関する女性の役割は全体的に低いこと
などを、残念に思います。

昨年の大震災の、女性のアイデアや細かい対応の活
躍が放映されましたが、女性のさらなる発信力、手を
挙げ意思表示する勇気を期待したいところです。

第 3 次長野県男女共同参画基本計画が策定され、
多文化共生社会づくりに目が向けられていますが、安
曇野市の国際化が進む中、お互いの文化の違いを認め
合い、支え合い共に生きてゆくことが大きな流れになり、
経済的発展につながればと思います。

今後、子育て、介護などの身近な問題を地域社会
全体で支えてゆく仕組みづくりが一番重要になってきま
す。さらに、男も女もできることから前に進み、人権を尊
重し共に笑顔で地域・家庭づくりを行っていくことが男
女共同参画社会づくりにつながるのではないでしょうか。

談

相成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

胃
・
大
腸
検
診
が
始
ま
り
ま
す

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
１
５
５
）

み

悩

の

し

ら

く松
本
あ
す
な
ろ
の
会

中
信
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

健 康

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

た
ば
こ
の
健
康
被
害

4 月分の空間放射線量市が認定した特定開発事業

①

申請者　　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
　　　　　長野支店長 亀谷義則
認定日　　平成 24 年 2 月 7 日
申請場所　明科七貴 5560 番 19
申請目的　携帯電話基地局

②

申請者　　佐藤弘康
認定日　　平成 24 年 4 月 16 日
申請場所　三郷小倉 2040 番 1
申請目的　一般住宅

測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
4/3（火） 4/10（火） 4/17（火） 4/24（火）

本 庁 舎 0.09 0.09 0.09 0.09
豊科庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
穂高庁舎 0.09 0.09 0.10 0.10
三郷庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
堀金庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09
明科庁舎 0.09 0.08 0.09 0.08
穂高健康

支援センター 0.11 0.10 0.10 0.10
問豊建築住宅課開発調整係
　（472･3111 ㈹ 672･3569）


